
財団法人結核予防会

複十字病院

◎呼吸器外科後期研修プログラム

一般目標

国民の福祉に貢献するレベルの高い均質な呼吸器外科診療を実践できる専門医となるため、 以下の 4項目を到達目標とし
て段階的に研修する。
1. 呼吸器外科専門医として適切な臨床判断能力と問題解決能力を習得する。 
2. 呼吸器外科手術を適切に実施できる能力を習得する。 
3. 医の倫理、 医療安全に基づいた適切な態度と習慣を身に付ける。 

2.血液ガス分析、 肺機能検査、 肺シンチグラフィー等の結果を解釈できる。 

3.気管支鏡、 胸腔鏡、 縦隔鏡検査等の内視鏡診断ができる。 

4.組織学的診断を理解し、 治療方針の決定ができる。

1.気管支鏡、 胸腔鏡、 縦隔鏡検査が実施でき、 検査に伴う合併症に対処できる。 

2. リンパ節生検が実施でき、 合併症に対処できる。 

3.胸腔穿刺、 胸腔ドレナージが安全確実に施行できる。 

1.気管内挿管、 分離肺換気、 人工呼吸器による呼吸管理ができる。 

2.気管切開が安全確実に施行できる。 

3.術前後の呼吸リハビリの実施、 指導ができる。 

4.術後合併症の予防 ・ 早期発見 ・対処を遅滞なく行うことができる。 

5.再開胸の判断ができる。

1.術者として 50例以上の手術経験。 
2.総ての呼吸器外科手術の助手症例が 100例以上。 
3.術者の経験 50例以上のうち、 開胸下手術 30例以上、 胸腔鏡下手術 20例以上を目標とする。 
開胸下手術 ・ ・ ・ ・ ・ 主たる手技を用手的に行う手術 
胸腔鏡下手術 ・ ・ ・ ・ 主たる手技を胸腔鏡下に行う手術 

1.A群         目標数
縦隔リンパ節郭清を伴う肺葉切除又は肺摘除術    20例以上 *

自然気胸手術または肺嚢胞切除術      5例以上 *
肺部分切除術 ・腫瘍核出術       5例以上 *

2.B群  
気管 ・気管支形成術を伴う肺切除術      全体で 5例以上
骨性胸郭 ,横隔膜 ,心嚢 ,大血管切除を伴う手術    但し、 2項目以上を目標とする 
胸膜肺摘除術
肺区域切除術 

3.C群  
その他の呼吸器外科手術       5例以上 *

           *印は胸腔鏡下手術を含む。



到達目標 3:医の倫理 ,医療安全に基づいた適切な態度と習慣を身に付ける。

到達目標 4:EBMに基づく生涯学習の方略を習得する。

1.全国規模の学会で年 1回以上の筆頭発表を行う。 

少なくとも 1回は日本呼吸器外科学会総会または日本胸部外科学会定期学術集会で発表する。 

2.日本呼吸器外科学会総会または日本胸部外科学会定期学術総会に年 1回以上参加する。 

に計 2回以上参加する。 

4.日本呼吸器外科学会の認める全国あるいは地方開催の胸腔鏡セミナーないし講習会に 2回以上参加する。 
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